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第８２回新潟県原子力発電所周辺環境監視評価会議議事録 

 

                    日時：令和７年３月 26 日（水）14 時から  

                    場所：新潟県自治会館 講堂 

 

１ 開会 

〔司会：大谷原子力安全対策課長補佐〕 

 ただいまから、第 82 回新潟県原子力発電所周辺環境監視評価会議を開会いたします。 

 本日は、会長であります新潟県知事が所用のため欠席となっておりますので、はじめに、

知事に代わりまして原防災局長からごあいさつを申し上げます。 

 

２ あいさつ 

〔原防災局長〕 

 ご紹介いただきました、原でございます。 

 本日は、ご多用の中、第 82 回新潟県原子力発電所周辺環境監視評価会議にご出席いただ

きまして、誠にありがとうございます。また、日ごろ、柏崎刈羽原子力発電所の放射線監

視及び温排水による周辺環境への影響について、適切なご助言をいただき、深く感謝申し

上げます。 

 この評価会議は、昭和 58 年に設置され、年２回、定例会として開催してまいりました。

その中で、柏崎刈羽原子力発電所周辺の環境監視調査の計画や調査結果の評価を協議いた

だき、結果を県民の皆様にお伝えしてきております。最近は、柏崎刈羽原子力発電所に関

してさまざまな動きがあり、連日のように報道がなされているところですが、県といたし

ましては、現在の発電所（柏崎刈羽原子力発電所）の状況や周辺環境の状況を確認し、県

民の皆様にお伝えしていくことが重要と考えており、平時だけではなく、緊急時にも放射

線量などの情報を速やかにかつ適切にお伝えすることができるよう、体制の維持に取り組

んでいるところでございます。引き続き、県民の皆様の安全・安心を第一に取組みを進め

てまいります。 

 本日は、令和７年度の放射線と温排水の調査計画について協議をいただきます。委員の

皆様からは活発にご意見をいただき、今日の会議が有意義なものとなるよう祈念いたしま

して、冒頭の開会のあいさつといたします。本日は、よろしくお願いいたします。 

 

３ 報告・議事 

〔司会：大谷原子力安全対策課長補佐〕 

 続きまして、資料の確認をお願いいたします。配付資料一覧をご覧ください。お配りし

ている資料ですけれども、会議次第、配付資料一覧、出席者名簿、説明員等の一覧表、座

席表です。 

 報告・議事資料ですけれども、右肩に数字がありますので、それを確認いただければと

思います。資料№１、資料№２-１、２-１の参考資料、資料№２-２、資料№３-１、３-１

の参考資料、№３-２、資料№４、そして資料№５となります。資料の不備等ございました
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ら事務局までご連絡いただければと思います。 

 なお、出席者名簿で、県の森永危機管理監が出席となってございますけれども、本日、

業務の都合により欠席となりましたので、ご連絡いたします。 

 続きまして、会議における注意事項を申し上げます。ウェブ会議で参加される方は、音

声を常時ミュートにすることに加えまして、ビデオは常時オフに設定をお願いいたします。

ご質問などがある際は、ビデオをオンにされるなど意思表示をしていただき、議長から指

名された方は、ミュートを解除してご発言いただきますようお願いいたします。議論が終

わりましたら、音声をミュートに戻すとともにビデオもオフにしていただければと思いま

す。なお、聞き取りにくい場合は、議長から再度ご発言いただくようお願いすることがあ

りますので、ご了承願います。なお、会場にご出席の皆様につきましては、挙手にてご対

応いただき、議長から指名されてからご発言をいただきますようお願いいたします。会議

の途中で音声が聞き取りにくいなどの不具合がありましたら、ズームのメッセージ機能等

でお知らせいただくか、ＩＤをご連絡した際にお伝えした担当の携帯電話までご連絡いた

だければと思います。 

 それでは、これから議事に入らせていただきます。本日は、会長である知事が欠席のた

め、評価会議運営要綱第５条第１項の規定に基づきまして、あらかじめ会長から議長とし

て原防災局長が指名されております。これからの議事進行につきましては、原防災局長に

お願いいたします。よろしくお願いいたします。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 それでは、次第に従いまして進めてまいります。 

 それでは、会議次第の「３ 報告・議事」に入ります。（１）柏崎刈羽原子力発電所の最

近の状況について、東京電力（東京電力ホールディングス株式会社）から報告をお願いい

たします。 

 

〔東京電力ＨＤ：橘田新潟本部代表〕 

 東京電力ホールディングス新潟本社の橘田でございます。 

 今月は３月でございます。３月といいますと、東日本大震災から早 14 年という数字にな

っておりますが、いまだに福島の皆様をはじめ多くの皆様に大変なご迷惑、ご心配をおか

けしておりますことを深くお詫び申し上げます。 

 その福島におきましては、ＡＬＰＳ処理水（トリチウム以外の核種について、環境放出

の際の規制基準を満たす水）の海洋放出というものが、2024 年度、今年度は計７回の放出

を計画しておりましたが、先般、今月ですが７回目、累計で 11 回目の放出を開始するな

ど、廃炉の取組みというものを着実に取り組んでいるところでございます。 

 一方で、柏崎刈羽原子力発電所でございますが、こちらは７号機に関しまして、健全性

の確認が完了しまして、原子炉の起動に必要な主要設備の機能が発揮できることを確認し

ており、また、６号機も今年の夏ごろを目安に健全性確認を行う予定としております。こ

の柏崎刈羽（柏崎刈羽原子力発電所）の７号機、６号機に関しましては、先月末に特定重

大事故等対処施設の工程に関して、工事完了時期を、７号機に関しましては 2029 年８月に
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変更するということについて、公表いたしました。地域の皆様方から、工事の長期化や発

電所（柏崎刈羽原子力発電所）の安全性などへのご不安の声をいただいているところでご

ざいます。私どもといたしましては、こういったご懸念、またご意見に関しまして、また、

発電所の現在の状況等につきましては、ご視察や訪問活動、また、コミュニケーションブ

ースといった対面でのご説明に加えまして、広報紙やウェブ等の各種媒体を通じて、情報

発信や新たな知見に対する対応等について、丁寧な説明に努めてまいる所存でございます。 

 さて、本会議の開催に当たりましては、長期にわたり評価をいただいております委員の

皆様に大変なご協力を賜りまして、改めて心からお礼申し上げる次第でございます。誠に

ありがとうございます。本日は、発電所の状況、放射線、温排水の年度計画等についてご

報告申し上げます。ぜひ、皆さまのご意見をお伺いいたしまして、またご指導賜りたいと

存じますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

〔東京電力ＨＤ：割田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 柏崎刈羽原子力発電所副所長の割田でございます。私からは、資料№１【報告】「柏崎刈

羽原子力発電所の最近の状況について」、お手元の資料に基づき、ご報告させていただきた

いと思います。 

 ページをおめくりいただきまして、右上１ページ、これが本日のご報告事項となります。 

 それでは、右上２ページ、環境放射線に係わる事象についてでございます。周辺環境へ

影響を及ぼす事象はございませんでした。 

 続いて、右上３ページです。柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況に

ついて、このページ以降でご説明させていただきます。右上４ページをご覧ください。ま

ず、核物質防護事案に対する取り組み状況となります。ご説明の中に、発電所特有の区域

の名称などの表現もございますので、次の５ページのイラストも併せてご覧いただければ

幸いです。 

 ４ページ、１項目めでございます。設備面での取り組みとしまして、さらなる強化に向

け、発電所の業務上許可された者以外の立入を制限する立入制限区域の見直し等の取組み

を進めているところでございます。次ページのイラストの左下に記載しておりますとおり、

立入制限区域を内側に変更することでセキュリティを強化し、施設の安全性を向上させる

ことを目指しております。 

 ４ページ、２項目めでございます。運用面での取り組みとしまして、核物質防護に関す

る改善措置を一過性のものとしないということで、社長直轄の核物質防護モニタリング室

が、社員や協力企業社員の行動観察、そしてモニタリングを実施しております。そのモニ

タリングの中で何か劣化兆候が見られたような場合に関しては、社長に報告しまして、速

やかな改善を実施しているところでございます。 

 同じく４ページ、３項目めでございます。前回報告以降の主な公表事案となります。作

業に用いるボンベにつきまして、持込申請がされぬまま周辺防護区域、防護区域の荷物点

検を通過していた事案が発生しております。本事案につきましては、ボンベの持込者が持

込のルールを誤認していたこと、そしてそれをチェックする警備員が可燃性のボンベを非

可燃性のボンベと誤認してしまったこと、これらが直接の原因と考えております。対策と
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しましては、持込申請書類や荷物点検方法の見直しなどを実施しております。なお、本事

案につきましては、原子力規制委員会において安全上の重要度「緑」の評価となっており

ます。 

 ４ページ、４項目めです。外部からの評価についてでございます。社外有識者等で構成

される第三者委員会に核物質防護や所内のコミュニケーションの状況等について定期的に

ご確認をいただいているところでございます。３月 24 日でございますが、核セキュリティ

専門家評価委員会からの第６回の評価報告書を受領いたしました。その中では、当社の取

組みについて、格段に向上してきている、引き続き、一人一人のさらなる意識の向上が求

められる、この取組みを持続することが重要だといった評価をいただいております。引き

続き、核物質防護に関する取組みをしっかりと進めてまいりたいと思います。 

 続きまして、右上６ページをご覧ください。６号機に関する安全対策工事の取組状況に

ついてでございます。６号機は、燃料装荷までの工事工程の見通しが立ったということで、

今年の６月 10 日を燃料装荷の予定日とする申請を原子力規制庁へ提出しております。現

在は、それに向けて安全対策工事と使用前事業者検査を安全最優先で進めているところで

ございます。また、長期間使用していないタービン系の主要設備について、今年の１月 17

日から３月 10 日にかけて、健全性確認を実施しました。今後、原子炉系の健全性確認につ

いても順次実施してまいりたいと考えております。 

 続いて、左上７ページをご覧ください。こちらは７号機の取り組み状況でございますが、

こちらについては前回のご報告内容から変更ございませんので、参考とさせていただけれ

ばと思います。 

 右上８ページです。衛星電話設備の不具合についてご紹介させていただきたいと思いま

す。資料下段の表にございます、黄色ハッチングしている箇所がございますが、緊急時対

策所であるとか７号機の中央制御室に設置している常設の衛星電話について、昨年 11 月

21 日から計４回の不具合を確認しました。その結果、それぞれの不具合について、保安規

定で定めております要求台数を満足できないということから、運転上の制限からの逸脱と

判断し、公表しております。ご心配をおかけしました。いずれも不具合確認後、速やかに

その他の通信設備が使用できることを確認しております。また、緊急時の連絡などはほか

の手段でも可能な状態でございました。なお、不具合は端末やアンテナなど異なる機器で

発生しております。現在、原因調査を進めておりますが、対策としまして、予備の衛星電

話の常設設備を増設するなど、先行して実施しているところでございます。 

 最後となりますが、先ほど、常務の橘田からお話しさせていただきましたけれども、先

月末、７号機の特定重大事故等対処施設の工事完了時期について、2029 年８月となること

を原子力規制委員会へ届出いたしました。この施設は、意図的な航空機衝突等によって広

範囲に設備が使えない事態によって原子炉格納容器の破損を防止するためのバックアップ

の施設となります。この施設がないと直ちに重大事故の発生や拡大防止に支障が生じるよ

うなものではございませんが、７号機で言いますと、2025 年、本年の 10 月の設置期限ま

でに設置できなければ、かりに７号機が再稼働したとしても停止しなければならないとい

ったものになります。一方で、日本の電力需給は年間を通して予断を許さない状況が続い

ております。原子力発電所の稼働が進んでいない東日本エリアは、特に夏場の需要期に一
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層厳しくなると考えているところでございます。私どもとしましては、この設置期限が迫

る中ではございますが、７号機を稼働させる意義は、こういった背景からも十分あると考

えているところでございます。なお、再稼働につきましては、地域の皆様のご理解あって

のことということでございますので、引き続きご理解いただけるよう、しっかりと説明を

尽くしてまいりたいと考えております。長くなりましたが、本日、私からの説明は以上と

なります。ありがとうございました。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告につきまして、ご質問、ご意見がありましたら、お願いいたします。 

 

〔細井委員〕 

 ４ページ目のところでお伺いしたいことがあります。運用面での取り組みということで、

社員や協力企業社員の行動観察、それからその中で意識や行動に劣化兆候が見られた場合

とありますが、これは書くのは簡単だと思うのですけれども、実際はかなり難しいのでは

ないかと思います。その点について、どのようなことを考えてやっていらっしゃるのか。

言えないこともあると思うのですけれども、言える範囲でご説明いただけますでしょうか。 

 

〔東京電力ＨＤ：割田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 詳細については、少しお話しできないところもございますけれども、例えば、協力企業

の皆様、そして私どもの所員がゲートを入域するようなケースにおいて、警備をしていた

だいている方々に非協力的な対応をしていた、自ら率先して自分を証明する行為を取って

いなかったというようなケースがあると仮定した場合、モニタリング室がその場所でモニ

タリングする中、そこについて、改善、劣化の兆候があるのではないかという懸念を持っ

たうえで社長に報告をするといったケースが一つあろうかと思います。具体的にそれがあ

ったというわけではございませんけれども、そういった各協力企業の皆様、そして社員が

セキュリティ上何か行為をするような場合において、そこを定点観測して確認してモニタ

リングするといったものでございます。 

 

〔細井委員〕 

 分かりました。非常に難しい点ではあるとは思うのですけれども、事故を未然に防ぐと

いう点では非常に重要だと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上でござ

います。 

 

〔東京電力ＨＤ：割田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 承知しました。ありがとうございます。 

 

〔長家委員〕 

 ご説明、ありがとうございました。スライドの５ページ目で少しお聞きしたいのですけ
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れども、２点あります。改良型センサーと特殊フェンスを採用されたということですが、

これでセキュリティ面は以前より向上したと考えてよろしいですか。 

 

〔東京電力ＨＤ：割田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 改良型センサーであるとか特殊フェンスということで、例えば、一例を上げますと、こ

の発電所は非常に冬場、かなり風雪が厳しいところでございます。そうしますと、本来で

あれば人がいないにも関わらず、人がいたかのようなセンサーの反応を示すといったよう

なケースがございます。こういった改良型センサーを用いることで、ある意味誤った警報

というのでしょうか、そういったものを防ぐことができ、それによって警備の人たちのリ

ソースをそこに割く必要がなくなりますので、そういった面でもこの効果はあるというよ

うに考えているところでございます。 

 

〔長家委員〕 

 ありがとうございます。よく分かりました。 

 もう１点、このスライド５枚目なのですけれども、出入管理のシステム化というものは

今までもやられていたように思うのですけれども、具体的に何をするのでしょうか。 

 

〔東京電力ＨＤ：割田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕 

 詳細については少しお答えしかねるところがございますけれども、例えば、よりスムー

ズに、朝、私ども、発電所に入ったりするときには、かなり渋滞も今は発生しているよう

な状況でございますが、そういったものをスムーズに入域をしたり、また、それをできる

限り人手ではなくて、いろいろなオートメーションを駆使した形のものを行うだとか、そ

ういったものの試行の中で出入管理のシステム化というものを試行していくということで

ございます。詳細については、申し訳ございません。 

 

〔長家委員〕 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 そのほかにご質問、ご意見があればお願いします。 

 よろしいでしょうか。それでは、ないようでございますので、次に移ります。 

 次に、（２）環境放射線監視調査の部です。令和７年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放

射線監視調査年度計画について、県と東京電力から続けて説明をいただき、まとめてご意

見をいただきたいと思います。 

 それでは、まず、県から説明をお願いいたします。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 新潟県放射線監視センター所長の棚橋でございます。県の令和７年度の計画につきまし
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て、資料№２-１及び参考資料、資料№２-２を用いまして説明させていただきます。 

 私どもは、昭和 58 年に締結されました安全協定（東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電

所周辺地域の安全確保に関する協定書）に基づきまして、監視調査を実施しております。

調査計画の内容に大きな変更はございませんが、試料の採取月や地点などに一部変更がご

ざいますので、説明の途中で随時補足させていただきます。 

 まず、調査の概要につきまして、資料№２-１を用いて説明させていただきます。まず、

ＰＤＦ４枚目の資料１ページをご覧ください。 

 （１）ア、空間放射線量率につきましては、発電所の周辺に設置されております 11 か所

のモニタリングポストにおきまして、24 時間連続測定し、その結果をテレメータシステム

によりデータ収集しております。 

 （１）イの積算線量につきましては、発電所周辺 11 か所と新潟市西区の対照地点の計 12

か所のモニタリングポイントにおきまして、蛍光ガラス線量計を３か月ごとに回収して測

定いたします。 

 続きまして、（２）環境試料中の放射能の測定です。発電所周辺の放射性物質の分布及び

蓄積状況を把握するために、陸上試料につきましては、大気、浮遊じん、降下物、陸水、

土壌、農産物、畜産物、陸上指標生物として松葉、海洋試料につきましては、海水、海底

土、海産物、海洋指標生物としてホンダワラ類を採取して放射能を測定しております。 

 なお、農産物、畜産物につきましては、これまでの計画では農畜産物と表記しておりま

したが、測定結果の表記と統一するために、今回から分けて表記することといたしました。 

 まず、アのテレメータシステムによる測定でございますが、発電所周辺の３局におきま

して、ヨウ素モニタにより大気中放射性ヨウ素、ダストモニタにより浮遊じん中の全ベー

タ及び全アルファ放射能を連続測定しております。 

 次に、イからオの核種分析につきましては、γ線放出核種はゲルマニウム半導体検出器

を用いて機器分析により、それからストロンチウム 90、トリチウム、プルトニウムを放射

化学分析により測定しております。 

 機器分析の対象は 135 試料であり、濃縮・乾燥や灰化したものを測定しております。そ

の内、39 試料は生試料のまま放射性ヨウ素を測定しております。 

 放射化学分析の対象につきましては、ストロンチウム 90 が 22 試料、次のページ、資料

の２ページに行きまして、トリチウムが 72 試料、プルトニウムが８試料となっておりま

す。対象試料数は今年度と同じになっております。 

 次に、（３）気象要素の観測についてでございますが、発電所周辺の 11 局におきまして、

風向風速などをテレメータシステムにより連続で観測し、観測方法は気象業務法に準拠し

て実施しております。 

 続きまして、資料の３ページをご覧ください。調査項目、地点、頻度について説明させ

ていただきます。空間放射線量率はこちらで示します 11 局で測定しております。備考にモ

ニタリングステーションと記載の３局につきましては、ヨウ素モニタやダストモニタも設

置しております。積算線量は発電所周辺の 11か所と新潟市の計 12か所となっております。

いずれも今年度と変更はございません。 

 続きまして、資料４ページをご覧ください。環境試料中の放射能測定の内、テレメータ
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システムによる測定はモニタリングステーションの３局で実施しており、今年度と変更は

ございません。 

 機器分析につきまして、資料の４ページから５ページをご覧ください。一部に変更がご

ざいますので、説明させていただきます。まず、５ページの農産物のキャベツ及び大根の

採取地点②についてですが、今回、西山町鎌田としておりますけれども、実は、今年度は

西山町五日市で採取しておりました。こういった試料につきましては、定点におきまして

同一種類を採取することが望ましいのですが、生産者から試料提供を辞退したいとの申し

出がありまして、やむを得ず、代わりに近隣地域の農家を選定したものであります。具体

的な位置や事前調査の概要につきましては、後ほど説明させていただきます。 

 次に、海水及び海底土の№１から№３の採取月につきまして、４～５月と 10～11 月と幅

を持たせてございます。今年度は放水口付近と同様に５月及び 10 月としておりましたが、

試料採取をお願いしております水産海洋研究所から、調査船舶の都合により、採取期間に

余裕を持たせてほしいとの要望がございまして、それぞれ１か月の余裕を持たせて設定し

たところでございます。ほかは今年度と変更はございません。 

 放射化学分析につきまして、資料の６から７ページをご覧ください。まず、６ページの

ストロンチウム 90 のキャベツと大根の採取地点②の西山町鎌田と、７ページのトリチウ

ムの海水の採取月の４月～５月と 10 月～11 月につきましては、変更は先ほどと同様にな

ります。これ以外は、今年度と変更はございません。 

 次に、資料の８ページをご覧ください。測定試料数でございますが、合計 183 試料でご

ざいまして、今年度と変更はございません。 

 次に、資料の９ページをご覧ください。気象要素でございますが、こちらも今年度と変

更はございません。 

 次に、資料の 10 ページをご覧ください。地図にモニタリングポストを◆、積算線量の測

定地点を◇で示しております。発電所を中心にしまして、各方位で測定をいたしておりま

す。 

 次に、資料の 11 ページをご覧ください。こちらは環境試料の採取地点を示しておりま

す。地図中の右上のところに○キと○大で示している場所がございますけれども、キャベツと

大根の位置は今年度の地点から移動しております。詳細は後ほど説明いたします。これ以

外は今年度と変更はございません。 

 次に、資料の 12 ページから 15 ページ目までは、測定装置及び測定方法を示しておりま

す。内容に変更はございませんが、一部の記載に変更がございますので、後ほど新旧比較

表で説明いたします。 

 次に、ＰＤＦ19 枚目の資料の 16 ページをご覧ください。表示単位及び測定値の取扱い

方法でございます。内容に変更はありませんが、JIS（日本産業規格）の改定がございまし

たので、空間放射線につきまして、JIS Z4511：2018 だったものを JIS Z4511：2024 に変

更してございます。 

 次に、分析精度管理の実施につきまして、資料の 17 ページをご覧ください。国の精度管

理事業に参加しまして、分析精度の確認を行う予定としております。タイトルが前のペー

ジの最終行に行っていますので、確定版では体裁を整えさせていただきたいと思います。 
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 最後に、線量の推定・評価及び関連情報の収集につきましては、表のとおり入手する予

定としております。 

 続きまして、資料２-１の参考資料をご覧ください。令和７年度にキャベツ及び大根の試

料採取地点を変更することについて、説明いたします。令和６年度の購入先農家から、令

和７年度の試料提供を辞退したいという申し出がございました。周辺地域で代わりの農家

を探しましたところ、キャベツと大根の両方を栽培している農家が１軒、キャベツのみ栽

培している農家が１軒見つかりまして、この両方を栽培している農家に試料提供をお願い

することにいたしました。 

 それで、令和６年度は青丸で囲った位置にございましたけれども、令和７年度にお願い

する農家は赤い星で示してある位置になります。 

 また、事前に土壌調査を実施いたしました。その結果は表に示すとおりでございます。

今年度のキャベツ、大根を栽培していた畑に比べますと、令和７年度に予定しております

地点はセシウムとストロンチウムの両方とも一桁程度低い測定結果となっております。 

 最後に、資料２-２をご覧ください。変更部分の比較表でございます。１ページから６ペ

ージまでは、先ほど計画の説明のところでご説明いたしましたので、説明は省略させてい

ただきます。 

 ７ページ目は、試料の記載順ですけれども、核種分析の項目順に合わせて順番を入れ替

えております。 

 次に、資料の８ページ目でございますけれども、令和７年度からプルトニウムの分析を

委託にて実施することとしております。委託先がまだ決まっておりませんので、測定機器

の仕様が分からないため、７年度の計画では仕様を記載しないことにしております。ちな

みに、令和６年度までの有効面積 450 ㎟というのは（新潟県）放射線監視センターの装置

の仕様を記載しておりました。 

 次に、９ページ目でございますけれども、JIS の改定による修正でございますが、引用

しております箇所は変更されておりませんので、監視調査には影響はございません。 

 以上で、私からの説明を終わります。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 引き続き、東京電力から説明をお願いいたします。 

 

〔東京電力ＨＤ：吉田放射線安全部長〕 

 東京電力ホールディングス株式会社原子力安全センター放射線安全部長の吉田でござい

ます。本日は、よろしくお願いします。令和７年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線

監視調査年度計画案につきまして、資料№３-１、資料№３-２及び資料№３-１の参考に基

づきご説明させていただきます。 

 資料№３-１の１ページ目をご覧ください。空間放射線の測定からご説明いたします。調

査項目、環境放射線量率については、敷地内における９地点のモニタリングポストで連続

測定を行います。また、積算線量について、同９地点並びに敷地外の９地点において、蛍
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光ガラス線量計で３か月ごとに年４回、測定を行います。空間放射線の調査地点につきま

しては、８ページをご参照ください。 

 次に、環境試料中の放射能について、２ページ目をご覧ください。陸上試料として浮遊

じん、陸水（飲料水）、土壌（陸土）、農産物（精米、キャベツ、大根）及び指標生物とし

て松葉の核種分析を行います。また、海洋試料として海水、海底土、海産物（魚類、サザ

エ、ワカメ）及び指標生物としてホンダワラ類の核種分析を行います。環境試料の採取地

点につきましては、９ページ目をご参照ください。なお、農産物は収穫期、海産物は漁期

に、その他試料は定期的に試料採取をいたしますが、やむをえず年度内において採取でき

ない場合は欠測となることもあります。 

 次ページ以降、４ページ目から６ページ目に、測定装置及び測定方法を、７ページに表

示単位及び測定値の取扱い方法を示してございますので、ご参照ください。 

 次に、10 ページ目をご覧ください。参考となりますが、各プラントの放水口において海

水放射能モニタによる測定を行います。 

 続きまして、令和６年度からの変更点につきまして、比較表を基にご説明いたしますの

で、資料№３-２をご覧ください。１ページ目をご覧ください。資料№３-１の６ページに

記載のありました高純度ゲルマ半導体検出器の相対効率の記載を変更いたしました。変更

理由としましては、核種分析の内、ヨウ素 131 は柏崎刈羽原子力発電所、ヨウ素 131 以外

は東通原子力建設所にて測定を実施することから、各測定装置の相対効率を記載したため

です。また、核種分析（トリチウム）の測定容器を変更いたしました。変更理由としまし

ては、令和７年度について、東通原子力建設所にて測定を行うに伴い、使用する測定容器

が変更となったためです。測定場所の変更につきましては、資料№３-１参考にて、後ほど

ご説明させていただきます。 

 続きまして、２ページ目をご覧ください。資料№３-１の７ページの JIS Z4511 の記載を

変更しました。変更理由は、JIS Z4511 が改定されたためです。 

 続きまして、測定場所の変更について、資料№３-１（参考）をご説明いたしますので、

ご覧ください。１ページ目をご覧ください。柏崎刈羽原子力発電所環境管理棟の移転に伴

う測定場所の変更について、ご説明いたします。柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護対策

の一環である立入制限区域の見直しに伴い、作業効率及び立入制限区域の入域者数を限定

するため、環境管理棟を立入制限区域の外へ移転することを計画しております。また、移

転に当たり、建替期間である令和７年度の柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査

における一部項目の測定場所を、以下のとおり変更いたします。 

 １．各監視調査実施機関での測定項目です。令和７年度の環境放射線監視調査の内、機

器分析、ストロンチウム 90 及びトリチウムの放射化学分析を、当社施設である青森県下北

郡東通村の東通原子力建設所にて実施いたします。また、機器分析のうち、半減期が比較

的短い放射性ヨウ素については、試料採取から測定までを短時間で実施する必要があるた

め、当発電所に仮設の分析室を設け、従来と同一の測定装置を用いて測定を実施いたしま

す。各監視調査実施機関における測定項目を表１に示してございます。 

 続きまして、２．東通の放射能分析の評価です。東通において放射能分析を実施するに

当たり、各測定の信頼性及び継続性を評価することを目的として、技能試験ならびに比較
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測定を実施いたしました。 

 （ １ ） 技 能 試 験 。 東 通 で 実 施 す る 放 射 能 分 析 の 結 果 に つ い て 、 国 際 規 格 で あ る

ISO/IEC17043 が要求する技能試験を実施いたしました。結果は、すべて試料で評価基準を

満足いたしました。詳細は添付資料（１）をご参照ください。そのため、東通で実施する

放射能分析の結果に信頼性があることを確認しました。 

 続きまして、２ページ目をご覧ください。（２）測定結果の比較。東通と当発電所におい

て、同一環境試料を用いた測定結果から、検出下限値の比較を行いました。結果は、東通

の検出下限値が当発電所の検出限界レベルと同等であること、また、原子力規制庁監視情

報課「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」に定めている測

定目標値を満たしていることを確認しました。詳細は添付資料（２）を参照ください。そ

のため、東通の測定条件における検出下限値が過去の測定結果と継続性があることを確認

しました。 

 ３．品質保証です。令和７年度環境放射線監視調査の品質保証については、同じく平常

時のモニタリングに基づき、任意の環境試料を第三者機関である日本分析センターへ送付

し、東通と第三者機関による測定値のクロスチェックを行います。クロスチェックの結果、

基準の範囲内にあることを確認し、逸脱が認められた場合は逸脱要因の調査を行います。 

 次ページ以降につきましては、３ページ目から４ページに添付資料（１）技能試験の試

験方法及び結果を、５ページから８ページに添付資料（２）測定結果の比較方法及び結果

を示してございますので、ご参照ください。東京電力の説明は以上となります。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 ただいま、県と東京電力からの説明につきまして、ご質問がありましたらお願いいたし

ます。 

 

〔細井委員〕 

 県の方にお伺いしたいのですけれども、資料 No.２-１の参考、「環境試料（キャベツ及

び大根）の採取依頼先の変更について」というところで、（資料の）下に土壌の核種分析の

結果が出ております。これを見ますと、令和６年度から令和７年度のところで、セシウム

137 とストロンチウム 90 に関して、両方の値が一桁くらい違うのですけれども、これはど

ういう理由によると考えられているのでしょうか。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 ご質問、ありがとうございます。 

 ここは、調査試料を次年度提供できないという申し出がありまして、急いで探しまして、

土壌調査をしたところでございます。ですので、ここで栽培する野菜の濃度は令和７年度

に初めて測定することになります。 

 土壌の結果がこのように違うのか、原因は分からないのですけれども、エリアごとの地

質の違いかなというようには想像しておりますけれども、今のところ、違いの原因は、そ
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こまで把握していない状況でございます。 

 

〔細井委員〕 

 特に地形的に、例えば、山に近いとか、あるいは土地が高いとかそういうこともないの

ですね。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 はい。道路の脇の土地の畑でございます。 

 

〔細井委員〕 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

〔藤川委員〕 

 京都大学の藤川です。 

 県に２点ほど教えていただきたいのですが、蛍光ガラス線量計による積算線量測定につ

いて、こちらのリーダはお持ちでいらっしゃるということだと思うのですけれども、この

リーダはどれくらいまで使えそうなのか、参考までに教えていただきたいと思います。 

 あと、プルトニウム分析を、せっかく（県の）内部でされているのですけれども、外注

に出されるというのはどういうご事情でしょうか。できれば、技術をお持ちでおくほうが

良いのではないかなと思うのです。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 ご質問、ありがとうございます。 

 まず、１点目のリーダでございますけれども、かなり年数がたってきておりますが、今

のところ、まだ通常に測定できております。保守点検におきましても特段の異常というも

のはないのですけれども、かなり年数がたっておりますので、たしか 10 年くらいたってお

りますので、そろそろ寿命も近いのかなというようにも思います。それで、測定できなく

なる前に、ほかの方法による測定なども検討しておりますので、またそのように測定方法

を変える場合は、こういった場でご説明などしていきたいというように思っております。 

 ２点目のプルトニウムの測定分析を委託するということですけれども、今現在、プルト

ニウム測定に用いますα線エネルギー分光分析装置が、購入から 16 年が経過しまして、経

年劣化がかなり進んでおります。また、分析や機器更新で発生するプルトニウム汚染の疑

いがある廃棄物を保管する廃棄物保管室の容量も限界が近付いておりまして、費用対効果

や分析業務の人材資源の選択と集中といった観点で見直しを行いまして、令和７年度から

委託をするというように決めさせていただいたものでございます。 

 

〔藤川委員〕 

 収率トレーサー（Pu 同位体の標準物質）、どうしても作らなければいけないので、廃液

（の保管）はやむを得ないのですけれども、できれば本当は技術を持っていたほうがいい
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のですが、とは思いました。 

 それで、RPLD（蛍光ガラス線量計）については、場合によってはほかの、（ガラス）積算

線量計ではなくということも考えられるということですか。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 さようでございます。なかなか、国からの交付金の予算の関係もございまして、また、

電子式の積算線量計といったものも含めて、どういった方向で調査を続けていくのがよろ

しいかというのを、現在、検討を進めているところでございます。 

 

〔藤川委員〕 

 他県も皆同じ状況なので仕方がないと思いますが、了解いたしました。 

 

〔長家委員〕 

 先ほどの細井委員のお話なのですけれども、誤差はどれくらいついているのでしょうか。

測定値の誤差です。 

 

〔新潟県：棚橋放射線監視センター所長〕 

 資料 No.2-1 参考の土壌調査結果の誤差ということだと思いますが、今、手元にすぐデー

タが出てきませんので、後ほど調べてお答えしたいと思います。 

 

〔長家委員〕 

 分かりました。 

 （※本質問を踏まえ、資料 No.2-1（参考）を修正しました。（誤差の追記）） 

 

〔議長：原防災局長〕 

 では、後ほどお願いします。 

 そのほかに、ご質問がありましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。それでは、ご意見がないようですので、令和７年度の環境放射線

監視調査年度計画は原案のとおりとしたいと思いますが、ご異議はありませんでしょうか。 

 ありがとうございました。それでは、原案のとおり決定いたします。 

 次に、（３）温排水等漁業調査の部です。令和７年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業

調査年度計画について、県と東京電力から続けて説明をいただき、まとめてご意見をいた

だきたいと思います。 

 それでは、県からお願いいたします。 

 

〔新潟県：樋口水産海洋研究所長〕 

 新潟県水産海洋研究所所長の樋口でございます。 

 議事資料 No.４により、県の年度計画についてご説明いたします。資料４の１ページを

ご覧ください。来年度の調査機関につきましては、新潟県農林水産部水産課、新潟県水産
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海洋研究所となっております。 

 調査方法の内、調査項目及び調査定点につきましては、１ページの表１に調査項目及び

調査時期、調査定線及び調査定点を２ページの図１に示しております。なお、調査項目、

調査時期調査地点は今年度と同じ内容となっております。 

 調査方法につきまして、ご説明いたします。２ページ目をご覧ください。水温、塩分調

査につきましては、図１に示す 16 定線において、多層曳航式水温計を用いて、表層２ｍ、

３ｍ層の水温を連続測定いたします。また、17 定点において水温塩分測定器を用いて、表

層を含む 11 の層の水温、塩分を測定し、両者の測定値から温排水の分布状況を調査いたし

ます。 

 （２）流況調査につきましては、図１の★印に示す１定点において、メモリー式電磁流

速計を用い、水深５ｍ層の流向及び流速を２日間連続測定いたします。多層曳航式水温計

の観測時に、定線ＡからＰの水深 15 から 90ｍの 11 地点の各地点において、ドップラー式

流向流速計を用いて、水深５ｍ層の流向、流速を測定し、流況を調査いたします。 

 ３ページをご覧ください。（３）動物プランクトン調査につきましては、２ページの図１

に示す４定点において、北原式定量ネットを用いて、海底上２ｍから鉛直曳採集を行い、

採集された動物プランクトンの湿重量、出現種、出現個体数及び分布等について調査いた

します。 

 （４）卵・稚仔調査につきましては、２ページの図１に示す４定点において、リングネ

ットを用いて、曳網速度２ノットで 10 分間の表層水平曳き採集を行い、採集された卵や稚

仔魚の出現種、出現個体数及び分布等について調査いたします。 

 （５）の付着生物調査につきましては、２ページの図２に示す発電所港湾域の３定点、

観音岬海域２定点において、スキューバ潜水による目視観察を行い、動植物の出現種、被

覆率及び群落形成の状況を調査いたします。港湾域の定点につきましては、海面上方１ｍ

の飛沫帯を基点としてメジャーロープをコンクリートブロック沿いに海底まで垂下し、こ

れに沿ってベルトトランセクト法により調査を行います。基点より２ｍまでは 0.5ｍ×１

ｍの枠を、これ以降は１ｍ×１ｍの枠を設定し、この枠内に分布する動物及び植物の地表

面における投影面積と、他の生物に覆われている部分を含めた被覆率を記録いたします。

また、定点周辺の植生についても目視観察を行い、出現種を記録いたします。観音岬の定

点におきましては、水深１から２ｍに設置してある１ｍ×１ｍの固定枠２定点で枠内に分

布する植物の被覆率を目視によって算出いたします。 

 （６）漁業資源調査につきましては、新潟漁業協同組合柏崎支所及び出雲崎支所の１月

から 12 月における漁獲量をとりまとめます。以上が次年度の県の計画になりますが、本年

度と内容につきまして変更点はございません。以上が説明になります。 

 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 続きまして、東京電力からお願いいたします。 
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〔東京電力ＨＤ：曽良岡柏崎刈羽原子力発電所土木・建築担当〕 

 引き続きまして、東京電力の年度計画について、柏崎刈羽原子力発電所土木・建築担当

の曽良岡よりご説明させていただきます。 

 資料№５でございます。冒頭申し上げますが、調査項目、調査方法とも今年度、令和６

年度のものから変更ございません。 

 資料をおめくりいただきまして、１ページ目の表-１及び図-１をご覧ください。まず、

水温です。図-１に示した通年調査定点、これは☆印１か所になりますが、こちらにおいて、

サーミスタ水温計を用いて海面下 2.5ｍ及び５ｍの水温の通年連続調査を行います。また、

温排水拡散域において、汀線平行方向に 10 測線を設定いたしまして、調査船に取りつけた

多層曳航式の水温計を用いて年４回、水温分布の調査を行います。調査に当たっては、調

査時の気象及び発電所運転状況について把握いたします。 

 次に、流況です。図-１に示した通年調査定点、☆印１か所におきまして、自記式の流向

流速計を用いて、海面下 2.5ｍの流況の通年連続調査を行います。また、この図に示した

○印の５定点におきまして、自記式流向流速計を用いて、海面下 2.5ｍの流況を年４回、

15 日間の連続調査を行います。 

 続きまして、２ページ目の表-２と図-２をご覧ください。水質についてです。図-２に示

した○印の 14 定点において、バンドーン採水器及び北原式採水器を用いて採水します。採

水にあたっては表層、中層、底層の２から３層について行います。試料の分析は、４ペー

ジ目の表-３に示す方法により行います。 

 次に、底質です。図-２に示した●印の９定点におきまして、スミスマッキンタイヤ型の

採泥器を用いて試料を採取いたしまして、４ページ目の表-３に示す方法により、分析を行

います。 

 次に、プランクトンです。図-２に示した○印の 14 定点におきまして、植物プランクト

ンはバンドーン採水器を用いた採水法により、また、動物プランクトン及び沈殿量につき

ましては北原式定量ネットを用いたネット法により採集いたします。採集に当たっては、

植物プランクトンは表層、中層、底層の２から３層について、また、動物プランクトン及

び沈殿量は１から２層について、種の同定、計数及び沈殿量の測定を行います。 

 次に、卵・稚仔です。図-２に示した●印の９定点において、ＭＴＤ型ネットを用いて５

分間、曳網速度約２ノットの水平曳により採集いたします。採集に当たっては、１から２

層について、種の同定及び個体数の計数を行います。 

 次に、付着生物です。図-２に示した発電所防波堤の▽印５定点におきまして、50cm 角

の方形枠を用いまして、枠内の植物及び動物を採集いたします。また、観音岬の１定点に

おいて、こちらは▼印になりますが、１ｍ角の方形枠を用いて３水深の植物を採集いたし

まして、種の同定、湿重量の測定及び個体数の計数を行います。 

 最後に、底生動物です。図-２に示した●印の９定点において、スミスマッキンタイヤ型

の採泥器を用いまして採取いたしまして、種の同定及び個体数の計数を行います。 

 以上、当社の来年度の調査計画は今年度の調査を完全に踏襲して行いたいと思います。

東京電力からの温排水等漁業調査計画（案）に関する説明を終わります。 

 



- 16 - 

〔議長：原防災局長〕 

 ありがとうございました。 

 これまでの県と東京電力の説明につきまして、ご質問があればお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。特段、意見がないようでございますので、令和７年度の温排水等

漁業調査年度計画は原案のとおりとしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 （「異議なし」の声） 

 ありがとうございました。それでは、原案のとおり決定いたします。 

 これで、３ 報告・議事を終了します。以上をもちまして、本日の議事は、すべて終了い

たしました。以後、事務局にて進行をお願いいたします。 

 

４ 閉会 

〔司会：大谷原子力安全対策課長補佐〕 

 以上で、予定しておりましたすべての報告・議事は終了いたしました。 

 本日は、長時間ご協力いただきまして、ありがとうございました。これにて本日の評価

会議は閉会といたします。ありがとうございました。 

 


